
 

 

 

 

 

 

 

 

通信・気象 

 
  



 
通信・気象統計 

 

１１９番通報取扱状況 （平成２８年中） 

 指令センター受信件数   ２５,９０１件（運用開始の４月から１２月まで） 

 小 牧 市 管 内 受 信 件 数   １０,１３９件（前年比８２件減） 

 一日あたりの平均受信件数   ２７.７件 

 通報件数の多かった月   １２月（９２２件） 

 通報件数の少なかった月    ９月（７８１件） 

 

気象状況 ※観測場所：消防署 （平成２８年中） 

 最 高 気 温    ８月 ８日（１３時０７分）３８.０℃ 

 最 低 気 温    １月２５日（ ５時３９分）－４.６℃ 

 最 大 瞬 間 風 速   １２月１４日（１２時３２分）西北西 ２５.２ｍ/ｓ 

 最 多 風 向    北 西（１４.８％） 

 最 小 風 向    東 北 東（ １.７％） 

 年 間 総 雨 量   １,５８６.５ｍｍ 

 時間当たりの最大降雨量      ４７.０ｍｍ（８月２日 １７時～１８時） 

 一日当たりの最大降雨量     １００.０ｍｍ（９月２０日） 

 

非常配備体制（災害警戒本部又は災害対策本部の設置） 

 平成２８年中、局所的な大雨や台風により本市が非常配備体制を敷いたのは次のとおりです。 

   

 尾張中北消防指令センター 

複雑多様化する消防需要に広域的に対応し、消防事務の高度化による消防力の強化を図るために、

小牧市、犬山市、江南市、岩倉市、丹羽広域事務組合（大口町、扶桑町）、西春日井広域事務組合（清

須市、北名古屋市、豊山町）の各消防本部で行っていた消防通信指令に関する事務を共同で行うため

に、小牧市に尾張中北消防指令センターを整備し、平成２８年４月１日から運用を開始しています。 

1 8月 1日 大雨洪水警報発令 災害警戒本部体制 

2 8月 2日 大雨に伴う水防体制指標レベル３ 災害警戒本部体制 

3 9月 20日 台風 16号 第１非常配備体制 


